
航空機を，上空の状態を観測するシステムとみなす

ことができる．機上では安全な運航を行うために気圧

や気温などを測定し，自機の状態や置かれている周辺

環境を常に把握している．これらの機上で観測した気

象データ等をデータ通信技術により地上側でも有効活

用することが考えられる．地上から航空機へのデータ

通信はアップリンク，航空機から地上へのデータ通信

はダウンリンクと呼ばれ，航空機の運航や航空管制に

必要となる様々なデータが空地間で随時やりとりされ

ている．そのような背景の下で，WMO（World
 

Meteorological  Organization）はAMDAR（Air-

craft Meteorological Data Relay）と呼ばれる国際的

な枠組みを主導し，発展させてきた．AMDARは航

空会社の協力に大きく依存する枠組みであるため，気

象データ等のダウンリンクには航空通信用途の

ACARS（Automatic Communications Addressing
 

and Reporting System）と呼ばれるVHF帯データ

リンクや衛星通信が用いられている．

一方，航空管制の現場では航空機の位置を監視し，

安全を確保する目的でSSR（Secondary Surveil-

lance Radar：二次監視レーダ）が発達してきた．

SSRは自らが発出した1030MHzの質問信号と，航

空機に搭載されたトランスポンダが質問信号に呼応し

て発する1090MHz応答信号との往復時間差を用いて

航空機の位置を測位するものである．航空路監視レー

ダとして用いられる場合，覆域は200～250NM（１

NM＝1852m），走査周期は10秒である．現行最新型

のSSRモードSは従来型に比べて測位精度の向上が

図られていることに加え，航空機への個別質問機能や

質問・応答信号にメッセージを乗せて空地データ通信

を行う機能を有している．質問・応答信号のメッセー

ジ長は56ビットまたは112ビットと短いが，パッケー

ジ化された機上の様々なパラメータを地上局側から指

定してダウンリンクできる．これにより航空機の対気

速度や進行方向などを地上側で正確に把握することが

可能なため，より安全な航空管制が期待できる．ま

た，機上で観測された風向・風速などを含む気象関係

のパッケージも存在しており，その活用についても現

在検討が進められている．

高頻度かつ広範囲に気象データ等をダウンリンク可

能なSSRモードSの課題の一つとして，地上局およ

び航空機側の対応状況が挙げられる．地上局に係るダ

ウンリンク機能の導入計画は航空機側の現状に合わせ

て段階的となっている．すなわち，現在の航空機側の

対応状況では，高い割合でダウンリンク可能なパッ

ケージと低い割合でしか取得できないパッケージが混

在する．気象関係のパッケージは後者にあたるため，

現状では高い割合でダウンリンク可能なパッケージに

含まれている対地速度や対気速度などから物理法則に

基づいて風向・風速や外気温を推定し，用いる必要が

ある．当然ながら推定値は真値に対して誤差を含むた

め，品質管理の実施や誤差特性を把握することで精度

劣化を小さくすることが大事である．

また，気象関係パッケージをダウンリンクする機能

の導入を促進するには，SSRモードSで得られる気

象データの有用性を示すことがとても重要である．こ

の気象データを利用することによる具体的な効果とし

て期待されるものの一つがデータ同化による数値予報

の精度向上である．例えば，羽田空港や成田空港を離
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着陸する多くの航空機からの10秒毎のデータは，空港

上空の水平風や気温の高解像度な鉛直プロファイル

データになる．これが全国の空港で得られるようにな

れば，湿度情報はないものの，大気の鉛直プロファイ

ルの直接観測データとしてゾンデ並みに貴重なデータ

となる可能性がある．一般的に水平風の鉛直分布は降

水系の構造や寿命に，温度の鉛直分布は不安定度を通

して対流の強さに大きく影響を与える．また，全国で

水平風分布が与えられれば，水平風の収束の位置が正

しくなることにより豪雨の発生位置も実況に近づくと

考えられる．これらの効果を期待して，これまでに欧州

や日本では，このデータをAMDARや数値予報セン

ターの現業解析値と比較して品質を評価するとともに，

３次元変分法や局所アンサンブル変換カルマンフィル

タを用いて数値予報モデルに同化する実験を行い，そ

の結果が報告されている．これらの報告によると，下

層には温度のバイアスがあるものの，同化によって降

水分布が改善した事例があるということである．日本

の気象庁でも利用に向けた調査が進められている．

〝天気"64．7．

視レーダ）モードSによる気象データ520  SSR（二次監
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第 回航空気12 究会の開催と講演募集の象研

：2018年２月９日（金）13時30分～18時00

お知らせ

第12回航空気象研究会を下記要領で開催します．

日時

航空気象研究会を開催し

たところ，多数の方々にお集まりいただき，乱気

流，台風に伴う強風等航空機の運航に影響する現象

に関する講演や高度化した観測システム・支援プロ

ダ

分

場所：気象庁講堂（予定)

主題：2017年２月に第11回の

た．

航空気象の研究は，運航会社関係者・管制機関従

事者・気象関連会社従事者・気象主管庁関係者・関

係研究機関研究者等の人々により，飛行場や航空路

の気象，航空機への気象の影響等々を対象にして

様々なアプローチが考えられます．第11回の研究会

でもこうしたアプローチの一端が紹介されたところ

であり，今後もより多くの方々からの研究が推進さ

れていくことが大切であると考えています．

話題：限定しませ

クトの紹介等多方面からの話題提供と活発な質疑

応答がありまし

者（操縦士・運航管理

者・管制業務従事者・予報業務従事者・観測業務従

事者・研究者等々）から幅広く募集します．

講演申し込み要領：

応募締め切り：2017年10月31日

講演者氏名，所属，題目，要旨（400字以内)，連

絡先（電話・住所・E-mailアドレス）を添えて，

お申し込みください．なお，発表演題は10題程度と

し，質疑応答に時間をかけたいと考えております．

従いまして，応募多数の場合には運営委員と調整さ

せていただく場合がありますことを予めご承知おき

ください．

お申し込み・お問い合わせ先：E-mailにより以下の

運営委員のアドレスまでお願いします．

t mizuno＠met.kishou.go.jp 水野孝則

miyakoshi＠met.kishou.go.jp 宮腰紀之

主催：航空気象研究連絡会

運営委員：土田信一（委員長)，吉野勝美，坂本 圭，

浦 健一，小野寺三朗，小川弘子，水野孝則，

宮腰紀之，赤枝健治，阿部孝史，堀川道広，柴崎晴男

ん．引き続き，航空気象にかかわる

様々な題材を，航空気象関係


